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津和野町遺跡地図
(日原地域)

平成21年8月

島根県津和野町教育委員会 、



序 文

山陰の小 京都 と知 られ る津和 野 町 は、 恵 まれた 自然環境

の 中で先 人 たちが生活 してい た証 であ る貴 重 な文化 財 が数

多 く残 されてい ます。

本 町で は、津和 野 町全体 にお け る埋蔵 文化 財 の周 知徹底

をはか り、遺跡等 の保 護 に資す る よ うに努 め てい る ところ

です。 そ して、遺 跡 の所在 を明 らか にす るた め、計 画 的 に

踏査 や試掘等 を実 施 してお り、現在 め ところ、津和 野 町全

域 にお きま して178遺 跡(津 和 野地域129遺 跡 、 日原

地域49遺 跡)が 確 認 され てい ます。 また、今 後 も引 き続

き調査 を進 め、本書 の補訂 、追加 を重 ね て完全 を期 してい

く所存 であ ります 。今 後 とも皆様 の ご指 導 とご協 力 をい た

だけ ます ようお願 い 申 し上 げ ます。

なお、津和 野地域 にお きま して は、平成17年3月 に遺

跡 地 図が刊行 してお ります の で、今 回は 日原地域 の遺跡 地

図 を刊行す ることにしました。本書が多 くの方々に利用 され、

埋蔵 文化財保護 に役立 てば幸 いに思い ます。

終 わ りに、調査 並 びに本書 の刊 行 にあた って ご指導 ご協

力 いただ きま した関係各位 に深 く感謝 いた します。・

平成21年8月

津和野町教育委員会

教育長 齋 藤 誠
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例言

1.本 書は、平成21年 度国庫補助 を得て作成された津和野町遺跡地図(日 原地域)で 、

平成20年3月 までに踏査 ・発掘調査等で発見された津和野町内の埋蔵文化財包蔵

地及び指定文化財のうち、史跡 ・建造物 ・名勝 ・天然記念物、登録有形文化財の所

在地を記入したものである。

2.調 査 は以下のような組織で津和野町教育委員会が実施した。

調 査 指 導 島根県教育委員会文化財課

津和野町文化財保護審議会会長

副会長

調査 担 当 津和野町教育委員会

調査補助員 永田茂美 椋木牧子 麻野 遥

事 務 局 津和野町教育委員会事務局

松島 弘

村上 進

中井将胤 宮田健一・

3.遺 跡 には一連番号 を付 したが、 これは島根 県教育委員会発行 『島根 県遺跡地図H』

(石見編)に 記載 され た津和 野町 の遺跡番号 、遺跡台 帳 と一一・致す る。 なお、指定 文

化財 等 につい ては、別番号(史 跡 ・建造物:S、 天然記念物:T、 登録有形 文化財:

U)を 付 した。

4.遺 跡 はその種 別 に よって次の よ うに7大 別 し、赤色 の記号 であ らわ した。 なお、

種 別が2種 類 以上 にわたって重複す る ときは、その主要 な種 別で代 表 させた。

集落遺跡 ・遺跡散布地など

古墳 ・古墓など

中近世城跡 ・館跡その他の防禦.施設類

寺院遺跡

窯業 ・製鉄などの生産関係遺跡

天然記念物など

その他

5.本 書 の作成 に当 たっては、遺跡 をで きる限 りに地 図上 の位置 に落 と したが、記号

の無い部分 について も遺跡 に該当 しない とい うわけでは ないの で、 開発 行為 を計画

される場合 は津和野 町教育委員会 に照会 していただ きたい。
＼

6.本 書に掲載 した地図は、津和野町で保管 している1/10,000の 津和 野町道路網図(平

成9年3月 測 図)を 使用 した ものであ る。
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史跡 ・埋蔵文化財包蔵地地図配分図

日 原 町 全 図



史跡 ・埋蔵文化財包蔵地地図
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